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論  文  名 スチュアート・ホールのネオリベラリズム革命論 
 本論文は、カルチュラル・スタディーズの指導的理論家として知られるスチュアート・ホールの思
想的営為をその生涯にわたって跡づけながら、ホールのネオリベラリズム革命論の思想的特質を明ら







会へ移行していったことが説明される。第３章では、1970 年代から 80 年代にかけて展開されたホー
ルのサッチャリズム論が検討される。サッチャー政権が「退行的近代化」と「権威主義的ポピュリズ
ム」という二つの文化戦略を採用することによって階級横断的な支持を獲得できたことが述べられ
る。 
 第４章では、「新しい時代」という、1980 年代末にホールが提起した概念を手がかりにサッチャー
政権と既成左翼の違いが分析され、サッチャー政権が「新しい時代」における文化の重要性を認識し
ていたのに対して、既成左翼はそのことに失敗したこと、したがって左翼の刷新として「新しい時代」
の意味をサッチャー政権とは異なる仕方で再分節することをホールが期待していたことが指摘され
る。第５章では、1990 年代に登場したニュー・レイバーのブレア政権がホールの期待に反してネオリ
ベラリズム革命の継承者であったことが明らかにされる。最終章では、論文全体が要約され、ネオリ
ベラリズム革命が今日なお継続中であることが確認される。そして補論では、ネオリベラリズム革命
に対する抵抗実践としての教育の可能性が論じられる。 
  以上のように、ホールは教条主義的マルクス主義から一線を画すことによって、ネオリベラリズム
革命がサッチャー政権のもとでどのように成立し、それが政権交代にもかかわらずどのように継続さ
れていったのかを明らかにした。論文では、そうしたホールの思想的営為が明解かつ説得的に論じら
れていた。 
 よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ
る。 
 
